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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、数種類の配糖体を加水分解できる酵素です。この遺伝子は多型性偽遺伝子であり、最も一般的なアレルは全長タンパク質をコードする機能的アレルです。参照ゲノムアレルに代表されるように、一部の個体は一塩基多型を有し、その結果コード領域に未熟な終止コドンが生じます。そのため、このアレルは機能的な全長タンパク質を生成できないため偽遺伝子となります。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年3月],触媒活性：末端の非還元性β-D-グルコシル残基を加水分解し、β-D-グルコースを遊離させる。,酵素制御：2,4-ジニトロフェニル-2-フルオロ-2-デオキシ-β-D-グルコピラノシドおよびタウロコール酸ナトリウムによって阻害される。,機能：食物性フラボノイド配糖体の腸管吸収および代謝に関与すると考えられるグリコシダーゼ。植物性エストロゲン、フラボノール、フラボン、フラバノン、シアン化物など、幅広い配糖体を加水分解することができる。,PTM：N末端はブロックされている。,類似性：グリコシル加水分解酵素1ファミリーに属する。,類似性：グリコシル加水分解酵素1ファミリーに属する。 Klotho亜科。組織特異性：小腸に存在（タンパク質レベル）。肝臓、小腸、結腸、脾臓、腎臓で発現。腎細胞癌および肝細胞癌では発現が低下する。
	研究分野
	シアノアミノ酸代謝;デンプンおよびスクロース代謝;
	画像データ
	

	GBA3抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GBA3 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したCBGポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

